
チーム代表者：　温川政佳（オンカワ　マサヨシ）

チーム監督者：　佐藤芳信（サトウ　ヨシノブ）　

(有)大和製作所、　(株)MPC、　関西金属工業(株)、　(有)ユタカ製作所

北川伸一（理化工業）、　成田信彦（トーヨー）

黒崎豪志、温川　茂

微調整ができるようにオムニホイールを

採用

足回りは伝統のキャタピラ

今回はグループ分けがなくなり、数少ない社会人チームとして優勝目指してがんばります。

えだまめ君

第４回八尾ロボットコンテスト　　　2012.2.11　アリオ八尾

参加者　名簿チーム名＆ロボット名

　特　　徴

操縦者：　温川秋輝、温川翔世

\233,260

　ロボットの重量

谷を渡るとき前後の脚がひらき、先端に

個性豊かな第4代目えだまめくんは、脚を広げた状態でよくみるとナスカの地上絵にありそうなかたちをしています。

　　　　　　製作時のエピソード　（苦労話・話題など）

第4回ということで段々と難しくなるルールに対応するのに時間が掛かりました。

今回の見せ場である谷越えでいかに渡るかを中心に考え、11月末にようやくいまのかたちになりました。

　ロボットの大きさ

参加者：　(株)土谷金属、　理化工業(株)、　(株)トーヨー、　(株)デジック

　ロボット製作費

18.2　ｋｇs

530x490x630

アームは谷の上で作業が出来るように
180°可動

製作期間が少ない中での作業はかなり大変でしたが、仕上がりには満足を得られるようになりました。


